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1. IoT 事例集の目的 

1.1.  目的  

既に多くの企業が IoT 技術を活用し、IoT に関するサービスやシステムを開発
している。また、IoT を利用する企業は、多種多様な市場にも存在している。
本章では、IoT ビジネスの事例を調査し、ビジネスモデル・キャンバスの形式
を用いて分析する。 

1.2. 調査対象企業抽出  

 本研究は、市場ごとの IoT ビジネスモデル・キャンバスのパターンを明らか
にするため、IoT 市場の視点から説明した事例を収集する。具体的には、「IoT
ビジネス未来戦略」(新庄貞昭・CAMI&Co. ,2019)と「中国 IoT 市場・研究報告
（2020 版）」から IoT ビジネスの事例を抽出する。 
 「IoT ビジネス未来戦略」は、IoT 市場の全体像を視点として、IoT 技術の活
用による実現可能な 50 のサービスモデルを述べている。これら 50 の IoT サー
ビスモデルを 13 つ市場（ IoT コネクテッドカー/IoT 自動運転車/IoT モビリテ
ィー保守/次世代 IoT 工場/IoT 街づくり/IoT 住宅/IoT 家電/IoT 医療/IoT 健康
/IoT 病院/IoT 介護/IoT ロジスティクス/IoT マーケティング）ごとに、分析し
た。「中国 IoT 市場・研究報告（2020 版）1」は、9 つ IoT を活用する業界（工
場製造業/スマート生活/インフラストラクチャー/エネルギー/農林水業/スマー
ト物流/コネクテッドカー/スマートマッケート/スマート医療）に関する中国
IoT 市場を分析した。本研究では、「IoT ビジネス未来戦略」(新庄貞昭・
CAMI&Co.,2019)に記述されている 13 市場の 50 件事例に加え、「中国 IoT 市
場・研究報告（2020 版）」から農林水業と IoT プラットフォーム市場という 2
つ市場の 20 件事例を抽出する。 
 抽出した 70 件 IoT 事例は、統一されたフレームワークで記述されているわけ

                                                             
1 名称：「中国物聯網産業市場・研究報告（2020 版）」 
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ではない。そこで、本研究では 70 件事例をビジネスモデル・キャンバスを用い
て IoT 事例から項目を抽出する。 

1.3.  企業のビジネスモデル・キャンバスの事例 

 本研究では、ビジネスモデル・キャンバスを用い、70 件の IoT ビジネス事例
を検討する。さらに、IoT 事業に参入したい企業を支援するために、「IoT ビジ
ネスモデル・キャンバス事例集」を作成する。調査の資料として、「IoT ビジネ
ス未来戦略」(新庄貞昭・CAMI&Co.,2019)と各 IoT 事例の公開資料を根拠とし
て、IoT ビジネスモデル・キャンバスを分析する。この「IoT ビジネスモデル・
キャンバス事例集」の全ての内容を附録に添付した。 
 次に、「IoT ビジネスモデル・キャンバス事例集」の仕組みを説明する(図 3.1)。 



 
 

8 

 
(著者作成) 

図 3.1：「IoTビジネスモデル・キャンバス事例集」の仕組み 
 1 つの IoT 企業事例は①～⑦までの 7 つ部分から構成される。まず、①IoT
市場のタイプを確定する。 この「IoT ビジネスモデル・キャンバス事例集」の
中に、市場のタイプは全部で 15 種類がある。 
 そして、②IoT ビジネスの名称を確認する。その名称から、この IoT ビジネ
ス事例の機能を簡単に示している。 
 次に、この③IoT 企業事例の主体を明らかにする。ビジネスモデル・キャン
バスというフレームワークは、ビジネスの構造をわかりやすく示すことができ
るが、ビジネスに関連する企業の主体が明確ではない。しかし、企業事例をキ
ャンバスの形式で分析すれば、企業のどこが主体になることかでキーリソース
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など構築ブロックに書くべき項目が変わっていく。例えば、IoT コネクテッド
カー市場において、自動車企業が主体になれば、キーリソースは自動運転技術
になる。システム開発企業が主体になれば、キーリソースは AI 技術になる。
そのため、「ビジネス主体」という部分をビジネスモデル・キャンバスに書き
入れることが必要である。 
 ④は製品の名称と URL である。IoT サービス・システムの名称やこの製品
の公開資料の URL を示す。 
 ⑤はこの IoT ビジネス事例を「ビジネスモデル・キャンバス」のフレームワ
ークで分析したものである。 
 ⑥は IoT サービス・システムの「センサー」と「アクチュエータ」というふ
たつの構築ブロックを追加した。IoT ビジネスモデル・キャンバスを作成する
際には、ビジネスモデル・キャンバスの 9 つ構築ブロックに加え、「センサ
ー」と「アクチュエータ」の２つ構築ブロックを含める。「センサー」と「ア
クチュエータ」はビジネスの意味を説明しない。IoT とは、モノから大量の情
報を収集・解析し、様々な課題を解決することができることである。まず、現
実世界にある人やモノ、環境のありのままの状態や動きをデータとして収集す
るセンサーが必要である。センサーは、IoT システムの入力だと言える。さら
に、集めたデータを分析して得た知見を、現実世界にいる人の活動やロボット
など、モノの動きに反映させるための仕組みも必要である。この役割を実現す
ることがアクチュエーターであり、この役割は「IoT システムの出力だといえ
る。そのため、企業側にとって、「センサー」と「アクチュエータ」という構
築ブロックから、IoT システムの仕組みを簡単に理解できるからである。 
 最後に、この⑦IoT 事例のビジネスモデルのポイントで、「ビジネスモデ
ル・キャンバス」で分析した内容を簡単に説明する。 
 上述の通り、この「IoT ビジネスモデル・キャンバス事例集」を通じて、
15IoT 市場の 70 件 IoT ビジネスの主体、ビジネスモデル・キャンバスの項目
などの必要な要素を説明できると考える。70 件事例を附録に添付し示す。 

1.4.  「項目」の分類・整理 

 70 件事例から抽出した項目の数が多すぎる。検討しやすくために、抽出した
項目を分類し整理する。KJ 法を使い、70 件 IoT ビジネスモデル・キャンバスの
各構築ブロックの項目をグループピングする。 
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 KJ 法(川喜田二郎 1967)は日本におけるグループによる知的生産活動として
著名な問題解決手法である。KJ 法は、ブレインストーミングなどでもらった情
報をカードに書き出し、同じシステムのカードをグループ化し、システムごとに
データを整理、分析し、グラフなどを用いて論文にまとめるという方法である。 
 本節では、ビジネスモデル・キャンバスの構築ブロックごとに、「IoT ビジ
ネスモデル・キャンバス事例集」の項目を付箋に書き、意味が似ている項目の
付箋をグループ化し、抽象化した項目に名前をつけた。また、市場ごとの IoT
ビジネスモデル・キャンバスを分類しやすくするために、市場ごとに異なる色
の付箋に「項目」を書き込んでいった。グループピングの詳細の内容を附録に
添付する。3.3.1 から 3.3.9 に至るまでは、各構築ブロックから抽象化した結果
を説明する。 

1.4.1. 顧客セグメント 

 オスターワルダーらは、「顧客セグメント」の構築ブロックが、「企業が関係
をしている顧客グループ」を定義したと指摘している(オスターワルダーら
2012:20)。KJ 法をつかい、企業向け（BtoB）と個人向け（BtoC）に根拠し、19
項目(図 3.2)を抽象化した。その中で、「インフラ業界」「医療機関」「交通運
輸サービス法人」「地方自治体」「小売店」「建設業界」「物流業界」「ネット
通販会社」「サービス業界」「農林水産業」「（企業）管理者」「製造業業界」
「船舶・航空業界」の 13 項目は BtoB に属する。一方、「住人」「高齢者・体
不自由な人」「健康に関心がある人」「公共交通機関の利用者」「車の利用者」
「車の運転者」という６項目は BtoC に属する。 
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(著者作成) 

図 3.2：顧客セグメント 

1.4.2. 価値提案 

 オスターワルダーらは、「価値提案」は「特定の顧客セグメントに向け、価
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値を生み出す製品やサービス」を定める構築ブロックと主張している(オスタ
ーワルダーら 2012:22)。「IoT ビジネスモデル・キャンバス事例集」におい
て、15 市場の価値提案の項目は 240 個程度存在している。KJ 法を用いて、
「使いやすさ」「アシスト・サポート」「コストの削減」などの 21 項目(図
3.3)を抽象化した。 
 特に、「使いやすさ」は、IoT ビジネスの機能を使用するため、利便性が高
まることを強調する。これに対して、「アシスト・サポート」は、IoT ビジネ
スから対策やアドバイスなどのサポートを受けるため、利便性が高まることを
強調する。 
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(著者作成) 

図 3.3：価値提案 
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3.3.3 チャネル 

 オスターワルダーら(2012)は、「チャネル」の構築ブロックを、顧客セグメ
ントとのコミュニケーションや価値の提供方法に関する記述と定義している。
KJ 法の分析を通じて、「自社サイト」「プラットフォーム」や「営業部隊」な
どの 9 項目(図 3.4)を抽象化した。 
 特に、「自社サイド」は、自社のウェブサイトから顧客セグメントに IoT 製
品を提供することである。これに対して、「EC サイド」は、Amazon、楽天市
場などのような EC サイドから、自社の IoT 製品を顧客セグメントに提供する
ことである。また、ある程度の IoT 製品はスマートフォンのアプリの形式で使
用しなければならない。そのため、「アプリストア」や「アプリケーション内
販売」のふたつ項目を抽象的した。「アプリストア」は、iphone の App Store
のようなアプリストアから IoT 製品のアプリをダウンロードすることを指す。
「アプリケーション内販売」は IoT 製品のアプリから付加価値を提供すること
を指す。例えば、IoT 健康管理アシストサービスはアプリから、専門家のアド
バイスという価値を追加することができる(参考：「IoT ビジネスモデルキャン
バス事例集」8.2 インテリジェント IoT 健康管理アシストサービス)。「レンタ
ル」は、介護ロボットのような高価な IoT 製品をレンタルの形式で提供するこ
とを指す。「オンデマンド」は、顧客の要求に応じて IoT ビジネスを提供する
ことを指す。 
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(著者作成) 

図 3.4：チャネル 

3.3.4 顧客との関係 

 オスターワルダーら(2012)は、「企業が特定の顧客セグメントとどんな関係を
結ぶのかを記述する」ことが「顧客との関係」の構築ブロックであると定義して
いる(オスターワルダーら 2012:28)。KJ 法で分析した結果、「インフラへの組み
込み」「割引の向上」や「顧客からのデータを基に、唯一無二の存在」などのの
８項目(図 3.5)を抽象化した。 
 特に、「割引の向上」は、顧客行動の分析を通じて、利用期間による割引を向
上できることを指す。例えば、IoT 車険では、ユーザーの運転状況を分析し、良
く運転習慣を識別すれば、次回の車検を下げていることができる(「IoT ビジネ
スモデルキャンバス事例集」1.6.IoT テレマティクス保険)。 
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(著者作成) 

図 3.5：顧客との関係 

3.3.5 収益の流れ 

 オスターワルダーらは、「収益の流れの構築ブロックは、企業が顧客セグメン
トから生み出す現金の流れを表現する」ことと定義している(オスターワルダー
ら 2012:30)。KJ 法を用い、「サービス料」「システム利用料」「商品・デバイ
ス代」「広告料など」「補助金」「レンタル代」の 6 項目(図 3.6)を抽象化した。
その中には、「補助金」は、政府、自治体からもらった収益である。 
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(著者作成) 

図 3.6：収益の流れ 

3.3.6 キーリソース 

 オスターワルダーらは、「ビジネスモデルの実行に必要な資産を記述する」こ
とが「キーリソース」という構築ブロックであると定義している(オスターワル
ダーら 2012:34)。KJ 法を用い、「デバイス」「システム開発力」「ソフトウエ
ア開発力」「アプリケーション開発力」「デバイス開発力」「クラウドの構築力」
「AI 技術」「その他技術力」「プラットフォーム＆アライアンス」「データの
解析力」「データの蓄積力」「データの可視化力」「通信力」「関係性」「ノウ
ハウ」「ブランド」という 16「項目」(図 3.7)を抽象化した。 
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(著者作成) 

図 3.7：キーリソース 

3.3.7 主要活動 

 オスターワルダーらは、「企業がビジネスモデルを実行する上で必ず行わなけ
ればならない活動を記述する」ことが「主要活動」という構築ブロックであると
定義している(オスターワルダーら 2012:36)。KJ 法を用いて、「データの解析」
「システムの特徴つけ」「AI で解析」「状況の認識」「プラットフォームの構
築」「関連会社・ものとの連携」「方法・サポートの提供」「アプリケーション
の開発」「クラウドの構築」「ソフトウエアの構築」「システムの開発」の 11
項目(図 3.8)を抽象化した。 
 さらに、「データの解析」という項目はデータの活用手段別に、「データの
標準化」「データの取得解析」「データの可視化」の３つ項目に分けた。ま
た、「ソフトウエアの構築」と「システムの開発」２つ項目に関連する機能を
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詳細に検討し、「自動運転の構築」「画像認識」「通信機能の構築」「予測機
能の構築」「遠隔作業の構築」「キャッシュレス決済の構築」「マッチング機
能の構築」という７項目に分けた。

 
(著者作成) 

図 3.8：主要活動 

3.3.8 キーパートナー 

 オスターワルダーらは、「キーパートナー」という構築ブロックを「ビジネス
モデルを構築するサプライヤーやパートナーのネットワークに関する記述」と
定義している(オスターワルダーら 2012:38)。KJ 法の分析を通じて、「IT 技術
開発」「専門知識提供者」「サービス提供者」「デバイス提供者」「メーカー」
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の５項目(図 3.9)を抽象化した。 
 内平(2019)は、IoT イノベーションに欠かせないオープン＆クローズ戦略を
提案した。オープン＆クローズ戦略を考えるときに、自社の強み(コアリソー
ス)が、活用したい外部リソースを「知識リソース」「製造・調達リソース」
「展開リソース」の３つに分類であると主張している。パートナーは外部リソ
ースとして認める。そのため、パートナーは「知識リソース」「製造・調達リ
ソース」「展開リソース」３つタイプに依存し分類できたことを述べている。 
 上記の理由と IoT 事例の情報から、「IT 技術開発」という項目は「製造・調
達リソース」と「展開リソース」に分けることができる。「専門知識提供者」と
いう項目は「知識リソース」「製造・調達リソース」「展開リソース」の３タイ
プに分けることができる。「サービス提供者」は「製造・調達リソース」と「展
開リソース」に分けることができる。「デバイス提供者」という項目には「製造・
調達リソース」のタイプしかない。「メーカー」という項目には「展開リソース」
のタイプしかない。 

 
(著者作成) 

図 3.9：キーパートナー 

3.3.9 コスト構造 

 オスターワルダーらは、「コスト構造」という構築ブロックを「ビジネスモデ
ルを運営するにあたって発生するコストの記述」と定義している(オスターワル
ダーら 2012:40)。KJ 法の分析によって、「デバイス開発費用」「システム開発
費用」「利用料（専門知識/コンテンツ）」「メンテナンス費用」「賠償金・リ
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スク費用」の５項目(図 3.10)を抽象化した。「賠償金・リスク費用」とは、保険
に関する製品では、顧客を賠償するコストである。 

 
(著者作成) 

図 3.10：コスト構造 

1.5. 本章のまとめ  

 本章では、行った IoT 企業の事例調査を基に 70 件 IoT 企業のビジネスモデ
ル・キャンバスを明らかにした。IoT ビジネスの事例から、項目を抽出した。さ
らに、「IoT ビジネスモデル・キャンバス事例集」をまとめた。  
さらに、「IoT ビジネスモデル・キャンバス事例集」の内容を基に、KJ 法を使
用し、各構築ブロックから抽象化した項目を明らかにした。次章では、本章で抽
象化したした項目と先行研究の項目を比較検討を行う。抽出した IoT ビジネス
モデル・キャンバスの項目は「図 3.11」のように示す。 
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(著者作成) 

図 3.11：IoTビジネスモデル・キャンバスの項目 
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2. 先行研究との比較検討  

2.1. 先行研究と比較検討 

 本節では、３章にまとめた項目を、R.M. Dijkman ら(2015)と Ju ら(2016)の
IoT ビジネスモデル・キャンバスの項目と比較検討する。検討しやすくために、
各構築ブロックで比べ、詳細化と新規項目抽出の視点で分析する。 

2.1.1. 顧客セグメント 

 

  
(著者作成) 

図 4.1：「顧客セグメント」の比較検討 
 先行研究の「顧客セグメント」という構築ブロックの項目と比べ、本研究は
は新しい項目を追加しない。本研究の「顧客セグメント」構築ブロックの項目
は、先行研究と異なる分類を行う。先行研究は市場のタイプを根拠し、マス市
場、ニッチ市場などのような抽出する。本研究は具体的な業界を抽出する。そ
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して、抽出する項目を「BtoB」「BtoC」の２種類に分ける。企業にとって
は、顧客セグメントの業界を理解しやすくなる。 

4.1.2 価値提案 

 
(著者作成) 

図 4.2：「価値提案」の比較検討 

 
 

 

新規項目 
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(著者作成) 

図 4.3：「価値提案」：詳細化 
 先行研究の「価値提案」という構築ブロックの項目と比べ、本研究は「カス
タマイゼーション」「新奇性」「仕事を終わらせる」「デザイン」「価格」
「アクセスしやすさ」「快適さ」「アップデート可能性」の代わりに、「生活
環境の向上」「心理や感情の満足」「社会的公平性の向上」「人手不足の解
消」「健康の維持」「省エネルギー」「環境の保護」を新たに追加する。世界
中は環境問題を重視している。IoT 技術を利用し、一部分の環境問題を解決で
きる。そのため、「省エネルギー」と「環境の保護」という２項目を新たに追
加する。また、先行研究においてはユーザーの心理や感情、快適な生活などの
方面を項目として揚げていない。この方面について、本研究は「生活環境の向
上」「心理な感情の満足」「社会的公平性の向上」という３項目を追加する。
また、日本の少子化と高齢化対策として、「人手不足の解消」という項目を追
加する。先行研究は主にアメリカ、ヨーロッパなどの事例を調査し、「コスト
削減」だけを考えているため、人手不足の問題をが抜け落ちている。「パフォ
ーマンス」の項目は、「自由度の向上」「効率の向上」「最適化」「他の性能
の向上」という 4 項目を分ける。企業は、どのようなパフォーマンスの向上と
いう価値を提供すべきかを理解しやすくなる。 
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4.1.3 チャネル 

 
(著者作成) 

図 4.4：「チャネル」の比較検討 

 

 
(著者作成) 

図 4.5：「チャネル」：詳細化 
 先行研究の「チャネル」という構築ブロックの項目と比べ、本研究は新しい
項目を追加しない。先行研究の「ウェブ販売」、「モバイル」の項目につい
て、さらに細かく分類する。本研究は「ウェブ販売」を、「自社サイド」と
Amazon のような「EC サイド」という２項目に分ける。ある企業は独自の EC
サイドを開発する技術がたりない。そのため、Amazon、楽天市場のような大
きく EC サイドに、自社の IoT 製品を販売する。これは販売チャネルにかける
リソースに影響があるためである。「モバイル」の項目は、に IoT システムを
ダウンロードできる「アプリストア」(iphone の App Store)と「アプリケーシ
ョン内販売」という２項目を分ける。 
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4.1.4 顧客との関係 

 
(著者作成) 

図 4.6：「顧客との関係」の比較検討 
 

 
(著者作成) 

図 4.7：「顧客との関係」：詳細化 
 先行研究の「顧客との関係」という構築ブロックの項目と比べ、、「顧客か
らのデータを基に、唯一無二の存在」という新しい項目を得る。先行研究の
「顧客との関係」の項目は普通のビジネスモデル・キャンバスの項目と同じで
ある。IoT システム・サービスの特徴を明言しなかった。IoT システム・サー
ビスは、大量のデータを依存し、ユーザーの嗜好や属性別による、最適な価値
提案を提供できる。IoT 製品を用いて、IoT システム・サービスはゼロから嗜
好や属性別などのユーザー情報を把握することができる。AI 技術を用いて、顧
客の行動を学習する時間がかかるのが必要である。さらに、使用時間を経て、
顧客の行動を解析する程度が深くなっている。そのため、「顧客からのデータ
を基に、唯一無二の存在」という項目は、顧客と長期的関係を構築できる。 

新規項目 
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 また、先行研究の「自動サービス」の項目を、本研究は具体的な状況に沿って
の、「割引の向上」「製品との連携」「技術の更新」とさらに 3 項目に分類する。
これらの３項目はユーザーの状況に応じ自動的に行うことができる。 

4.1.5 収益の流れ 

 
(著者作成) 

図 4.8：「収益の流れ」の比較検討 
 

 
(著者作成) 

図 4.9：「収益の流れ」：詳細化 
先行研究の「収益の流れ」という構築ブロックの項目と比べ、本研究では、

「補助金」という新しい項目を追加する。政府は IoT システム・サービスなど
の導入率を高めるために、IoT を行う企業に補助金を支払う。それで、本研究
では「補助金」の項目を追加する。「製品売上」は実体がある「商品・デバイ

新規項目 
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ス代」と実体がない「システム購入料」を分ける。 

4.1.6 キーリソース 

 
(著者作成) 

図 4.10：「キーリソース」の比較検討 
 

 

 
(著者作成) 

図 4.11：「キーリソース」：詳細化 
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 先行研究の「キーリソース」という構築ブロックの項目と比べ、本研究はは新
しい項目を追加しない。ソフトウェア（IT）は、一般的 IT 技術で業務などを処
理・提供することを指す。アプリケーション（IoT）は、クラウドの中でセンサ
ーから収集する情報により業務を処理することを指す。特に IoT 機能を提供す
ることを強調する。そして、IoT 機能を具体的示すため、「AI 技術」「遠隔制御
能力」「画像・音声解析能力」「データの解析能力」の 4 項目を抽出する。また、
「知的財産」という項目を詳細的分析すれば、「ノーハウ」「ブランド」「パー
トナーシップ」という３項目を抽出する。 

4.1.7 主要活動 

 
(著者作成) 

新規項目 
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図 4.12：「主要活動」の比較検討  
 

 

 
(著者作成) 

図 4.13：「主要活動」：詳細化 
 本研究で、「主要活動」という構築ブロックの項目は先行研究と比べ、IT 機
能の構築と IoT 機能の構築を新たに追加する。「キャッシュレス決済の構築」
「マッチング機能の構築」「データの標準化」は IT 技術の機能である。「自動
運転の構築」と「遠隔制御の構築」は IoT 機能の「制御機能の構築」に統合す
る。IoT 制御とは、センサーから取得する情報をもとに、デバイスを制御するこ
とである。「状況認識」と「自動通知」は IoT 機能の通知機能である。まず、セ
ンサーによって遠方の状況をリアルタイムに認識する。そして、一定の条件を検
知すれば、ユーザーにアラートを通知する。「画像解析」「自動的提案」「デー
タの取得・解析」「予測判断の構築」は IoT 機能の可視化である。センサーから
情報を AI 技術などで解析し、IoT 製品は予測値を判断できるし、サポート方法
を提案できるし。データは可視化になれる。 
 IoT 機能の構築は IoT システム・サービスの提供価値を実現するために不可
欠である。 
 また、先行研究の「ソフトウェア開発」の項目はその定義の範囲が広いため、
本研究ではそれを細分化して新たな項目とする。本研究で定義する「ソフトウェ
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アの開発」は、IoT システム・IoT サービスの中に IoT 機能以外に他の機能を実
現するためソフトウェアを開発する仕事を強調する。「IoT プラットフォーム構
築」は「センサー」「ネットワーク」「クラウド」の３つ構成要素を含む IoT 技
術を活用した情報システムを指す。このように分類することで、IoT システム・
サービスの主要活動の特徴は他のシステム・サービスとの違い点を明確になる
ことができる。 

4.1.8 キーパートナー 

 
(著者作成) 

図 4.14：「キーパートナー」の比較検討 
 

新規項目 
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(著者作成) 

図 4.15：「キーパートナー」：詳細化 
 先行研究の「キーパートナー」という構築ブロックの項目と比べ、本研究で
は、「専門知識提供者」という項目を追加する。IoT システム・サービスは、
ユーザー向けに最適なアドバイス、方案を提案する状況が少ない。それらを実
現するために、IoT 技術だけでなく、各業界の専門知識も必要である。ビジネ
ス主体となるシステム企業だけで、システム開発以外のノウハウが不足するた
め、専門知識提供者と連携することが必要である。 
 さらに、本研究では、「ソフトウェア開発者」の項目を、IT・IoT 技術の特
徴による、より詳細な抽出する。IoT 業界に参入したい企業にとっては、キー
パートナーを確定しやすくなる。 
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4.1.9 コスト構造 

 
(著者作成) 

図 4.16：「コスト構造」の比較検討 

 

 
(著者作成) 

図 4.17：「コスト構造」：詳細化 
 先行研究の「コスト構造」という構築ブロックの項目を比較し、「賠償
金・リスク費用」と「利用料（専門知識・コンテンツ）」という２項目を新
たに追加する。「賠償金・リスク費用」は IoT 保険のようなコストが具体例
となる。また、IoT システム・サービスにおいて、多数のセンサー・デバイ
スを利用しなければならない。センサー・デバイスを自社で全部開発する可
能性は低く、外部から調達する必要がある。そのため、パートナーから利用

新規項目 
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料（専門知識・コンテンツ）を調達するコストが必要である。さらに、5G 技
術の発展によって、通信のリアルタイム性が劇的向上させる。通信費用が重
要になっている。したがって、「IT コスト」は「システム開発費用」や「通
信費用」を分ける。 

4.2 考察 

 IoT が様々な分野に広がっているのに対し、先行研究は必ずしも網羅性がな
い。さらに、先行研究の項目は抽象度が高すぎで具体的に設計で利用する際には
ギャップがある。これらに対して、本研究では、70 の幅広い事例を調査し網羅
性を高め，最近のトレンドを含めて先行研究にない項目を抽出した。先行研究の
項目を事例に基づき適当な粒度に詳細化して、使えるようにした。 
(1) 詳細化 
 本研究は、各 IoT 事例のビジネスモデル・キャンバスについては、各構築ブ
ロックの項目を詳細的分析する。先行研究は市場に依存しない汎用的な IoT ビ
ジネスモデルを対象としていたため、項目の詳細度が低い。異なる市場では、必
要になければならない「項目」が違っている。例えば、「パフォーマンスの向上」
という提供価値の項目には、「自由度の向上」と「効率の向上」の２項目がある。
IoT 自動運転車市場にとっては、「自由度の向上」の提供価値が必要でなく、「効
率の向上」の提供価値が必要である。次世代 IoT 工場市場にとっては、「自由度
の向上」と「効率の向上」の２項目は共に必要である。したがって、ある IoT 市
場を参入したい企業にとって、項目の抽象度が高すぎで具体的に設計で利用す
る際にはギャップがある。 
(2) 新規項目 
  4.1 節で抽出された IoT ビジネスモデル・キャンバスの新規項目を示す(図
4.18)。 
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(著者作成) 

図 4.18：新規項目 
 先行研究と比べ、本研究では、顧客セグメント(CS)、チャネル(CH)、キーリ
ソース(KR)という３構築ブロックから新たな項目を抽出でもなかった。 
 顧客との関係(CR)においては、「顧客からのデータを基に、唯一無二の存在」
の項目を追加した。この新たな項目は、AI 学習機能やビッグデータ技術を通じ
て、顧客セグメントと長期的な関係を構築する。 
 価値提案(VP)においては、先行研究では社会課題に関連する視点を考えなか
った。環境問題に対して、本研究は「省エネルギー」や「環境の保護」という２
項目を追加した。少子化・高齢化課題の対策として、「人手不足の解消」という
項目を追加した。心理状態という課題に対して、「生活環境の向上」「心理な感
情の満足」「社会的公平性の向上」「健康維持」という 4 項目を追加した。 
 収益の流れ(RS)においては、「補助金」の項目を追加した。IoT 市場を推進す
るために、各国の政府は多数の政策を実行する。その中には、企業向けの補助金
がある。しかし、先行研究では、この点を考えなかった。  
 主要活動(KA)においては、「データの標準化」の項目を追加した。パートナ
ーと連携し、他の IoT サービス、センサーと繋がるために、データを標準化す
ることが必要であると考えられる。 
 キーパートナー(KP)においては、「専門知識提供者」の項目を追加した。コ
スト構造(CS)においては、「利用料（専門知識・コンテンツ）」の項目を追加し
た。これらの２項目は「専門知識」を注目する。この専門知識は IoT 技術ではな
く、農学や医学などのような知識を強調する。また、コスト構造(CS)において
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は、IoT 保険サービスに関する「賠償金・リスク費用」を追加した。 
 上述から、本研究では追加する新規項目はデータ、社会課題、補助金、専門知
識の方面を注目している。先行研究は、アメリカ、ヨーロッパなどの国の IoT 事
例を検討した。本研究は、主に日本と中国の IoT 事例を検討する。また、本研究
は、15個の IoT市場を研究対象とした。先行研究より研究する市場種類が多い。
したがって、新規項目を追加することができる。 
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3. 活用プロセス 

3.1. 活用プロセスの提案 

 本研究は、IoT 市場に参入したい企業を支援するために、市場ごとの IoT ビ
ジネスモデル・キャンバスの項目を整理した。本章では、事例集と IoT ビジネ
スモデル・キャンバスの項目をうまく活用するために、有効な活用プロセスを提
案する。この IoT ビジネスモデル・キャンバスのパターンの活用プロセスは「図
6.1」のように 5 つのステップから構成される。 

 
(著者作成) 

図 6.1：活用プロセス 
ステップ（1）現状分析 
 企業が参入したい IoT 市場・業界を特定する。自社がどのような IoT システ
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ムを導入したいかを確定する。また、自社がどのような IoT サービスを創造す
るかを確定する。 
 そのうえで、自社の IoT ビジネスモデル・キャンバスを設計する。 
ステップ（2）類似の IoT事例のピックアップ 
 「IoT ビジネスモデル・キャンバス事例集」(附録 1)から、自社が創造したい
IoT システム・サービスに類似した IoT 事例を選択する。既存の IoT 事例のビ
ジネスモデル・キャンバスと事例説明を参考にする。 
ステップ（3）パターン適用 
 選択した市場のビジネスモデル・キャンバスのパターン(図 5.1~5.15)を参考
にし、既存事例で使えるところ、既存事例に抜けているところを見つけ目的で各
項目を検討し、自社の価値を高める項目を見つけるといった使い方をする。類似
の IoT 企業の事例説明のみならず、その企業がいる IoT 市場のビジネスモデル・
キャンバスも検討する。 
ステップ（4）項目確定 
 (2)と(3)から確定する内容を整理し、自社の IoT ビジネスモデルにとって、必
要な項目を明らかにする。 
ステップ（5）ビジネスモデル・キャンバス完成 
 明らかにした IoT ビジネスモデル・キャンバスの「項目」と、自社が設計した
ビジネスモデル・キャンバスと比較し、足りない部分を修正する。 
 最後に、自社の IoT 事業のビジネスモデル・キャンバスを修正し、完成する。 
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4. IoTビジネスモデル・キャンバス事例集 

今後にウェブで公開し、公開論文以外の内容を URL にのせる。 

4.1. IoT コネクテッドカー市場 

4.1.1. IoT モビリティー・タウンコンシェルジュサービス 

ビジネス主体： システム開発企業 
具体的事例：iXIT 社の「多言語 AI コンシェルシステム」 
https://www.ixit.co.jp/works-ai 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 多言語 AI コンシェルシステムは、顧客とコミュニケーションできる AI チャ
ットボットを中心に、多数の言語で観光地や施設の情報案内を自動的に対応す
るソリューションである。また、施設の予約管理システムなどの外部サービスと
の連携（KR）は可能なため、予約・会員登録などを AI チャットボット上で操作
することができる。IoT 家電との連携も可能なため、AI チャットボットから家

https://www.ixit.co.jp/works-ai
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電を操作できる。AI チャットボットは顧客の情報を蓄積し、その大量の情報デ
ータを解析し、顧客の潜在的なニーズを可視化することができる（VP）。来訪
者のリアルな意見や要望が得られるので、施設や地域のリピート施策に有効で
ある。 

4.1.2. IoT スマートタイヤ 

ビジネス主体： 製造業界 
具体的事例： 住友ゴム工業の「SMART TYRE CONCEPT」  
https://www.srigroup.co.jp/innovation/report_02.html 
 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 ブレーキに、独自のソフトウエアを組み込むことで、タイヤがセンサーに変わ
る。タイヤ(センサー)から検知した路面状況やタイヤ状況などのデータを、クラ
ウド経由で交通情報に統合された。それらのビッグデータをアプリケーション

https://www.srigroup.co.jp/innovation/report_02.html
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（KR）に解析される。そして、このデータを車両にフィードバックすることで、
路面やタイヤによる危険を事前に察知し、回避することが可能になる。この技術
は、タイヤをセンサーとして利用するため、タイヤへセンサーを追加する必要が
なく、メンテナンスも不要である（VP）。 
 また、独自の新材料開発技術で、環境に寄与できる（VP）タイヤを開発した。
法人向けに、走行中のタイヤからタイヤ空気圧や温度などのデータを活用する
ことで、トラブルのメンテナンスに対応することが可能になるソリューション
サービスを提案する（KP）。
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4.1.3. インテリジェント IoT 車検 

ビジネス主体： 政府 
具体的事例： OBD 車検 
https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_OBD.html 
 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 OBD 車検は、車載式故障診断装置とスマートタイヤなどのセンサーで検知し
た異常データを、車検時に法定スキャンツール（外部故障診断機）（KA）で読
み取り、自動車状態を自動的に把握し、修理の必要性や安全性を確認できる（VP）
システムである。自動車を検査する手間を削減できる(VP)。 
 OBD 車検システムは取得した情報が自動車に装置したセンサーから自動車
技術総合機構の運営サーバーへ通信し、診断結果と自動車の状態をアプリケー
ションへ返信する（KR）。 
   

https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_OBD.html
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1.4.IoTドライビングスコアゲーム 

ビジネス主体： システム開発企業 
具体的事例： ゼンリンデータコムとクロスフェーダーの「漫画ドライブ」 
https://gamebiz.jp/news/124606 
 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 本アプリは、ドライバーの運転操作により、現実から仮想の未来世界へと変換
し(KR)、自動車の同乗者向けの AR ドライブゲームアプリである。実際に自動
車の GPS 情報などから自動車の速度、加速度、方向を検出し(KA)、自動車の進
行方向に合わせてゲーム画面(KR)が変化していく。 
 また、GPS などの IoT センサーから取得するデータを解析し、運転状況を認
識する。車の走行状況に応じて、ドライバーを自動的に採点する。運転者の自己
実現欲を満たすことができる(VP)。

https://gamebiz.jp/news/124606
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1.5.IoT配車サービス 

ビジネス主体：システム提供社  
具体的事例： 株式会社Mobility Technologies 「Japan Taxi」 
https://japantaxi.jp/ 
 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 Japan Taxi のキャッシュレス決済機能を利用すると事前に決済情報を登録し
ておくことで降車時の支払いをする必要がなく（VP）、時間は削減となること
を提供する（VP）。Japan Taxi では、地図上で乗車場所、降車場所を指定する
だけで、最適ルートや料金が簡単に検索できる（KR）。 

https://japantaxi.jp/
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1.6.IoTテレマティクス保険 

ビジネス主体： 保険会社 
具体的事例： ソニー損害保険の「GOOD DRIVE」 
https://www.sonysonpo.co.jp/auto/good-drive/how-to-measure/ 
 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 

ソニー損害保険は「やさしい運転キャッシュバック型」という保険サービス
を提供している。契約車両のエンジンと連動し、IoT センサーによって、自動車
の運転状況を把握し（KA）、自動的に計測を開始する。保険契約期間中のすべ
ての運転計測結果をもとに、運転スコアを判断する。また、運転スコアは「GOOD 
DRIVE App」に返信し表示される。ドライバーは点数に応じた保険料のキャッ
シュバックを受けることができる（KR）。 

 

https://www.sonysonpo.co.jp/auto/good-drive/how-to-measure/
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1.7.リアルタイム道路情報サービス 

ビジネス主体： 地方公共団体 
具体的事例： 道路交通情報通信システムセンター（VICS センター）の VICS 
WIDE  
https://www.vics.or.jp/know/wide/ 
 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 渋滞表示の量と質を向上させるサービスである（VP）。VICS WIDE は、最適
なナビゲーションの情報を自動的に更新し、案内するカーナビである（KR）。
車両の走行データをリアルタイムに利用するために、検知器のない道路でも交
通情報を把握できる。 VICS WIDE では、津波警報のほか、気象や火山噴火な
どの特別警報をホップアップで表示する。緊急情報をはやくキャッチすること
ができる（VP）。

https://www.vics.or.jp/know/wide/
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1.8.盗難防止サービス 

ビジネス主体： 自動車メーカー 
具体的事例： トヨタの「マイカーSecurity」 
https://www.toyota-mobi-tokyo.co.jp/other_services/t-connect/mycar_security 
 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 「マイカーSecurity」というサービスは遠隔で自動車の状況を提供し、盗難を
未然防止することである。自動車のオートアラーム作動を検知すれば、メールや
電話で顧客に自動通知する(KA)。リアルタイムにドア、窓などの自動車状況を
認識し通信する(KR)。盗難にあった、自動通報装置が作動した場合には、盗難
車の位置追跡を開始し、エンジンを遠隔(KR)で停止する(VP)ことができる。 そ
のため、盗難の未然防止(VP)を提供できる。 

https://www.toyota-mobi-tokyo.co.jp/other_services/t-connect/mycar_security
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1.9.遠隔操縦 

ビジネス主体： システム開発企業 
具体的事例： Global Mobility Service 社の「MCSS」 
https://www.global-mobility-service.com/ 
 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 MCCS デバイスは、世界中のさまざまなモビリティと接続・通信が可能にな
る IoT デバイスである。MCSS は自動車のリアルタイムな情報を監視し、遠隔
作業でエンジンの起動を制御させることができる(KA)。したがって、盗難の未
然防止を提供することができる(VP)。 
  

https://www.global-mobility-service.com/
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4.2. IoT 自動運転車市場 

4.2.1. IoT安全運転アシストシステム 

ビジネス主体： 自動車メーカー 
具体的事例： トヨタの「Toyota Safety Sense」システム 
https://www.ishikawatoyota.com/topics/470 
 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 「Toyota Safety Sense」システムは、「単眼カメラ」「ミリ波レーダー」と「レ
ーザーレーダー」のセンサーを用い、自動車の周囲、運転状況をセンシングし、
取得られたデータを可視化になる(KA)。 
 車がドライバーの思考と操作の一部を負担することで、ドライバーの疲労を
低減し、交通事故抑止と事故被害の低減のために機能する。危険があればドライ
バーにアラームを出し、自動ブレーキ、車線逸脱アラート、自動ハイビーム(KR)
で事故防止をサポート(VP)できる。

https://www.ishikawatoyota.com/topics/470
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2.2.IoT自動駐車システム 

ビジネス主体： 政府 
具体的事例： 国土交通省・経済産業省の「自動バレーパーキング機能」実証実
験 
https://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha07_hh_000288.html 
 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
  
 自動バレーパーキングシステムは、歩行者や他の車両から独立した空間で、車
両、管制センター、駐車場インフラと連携する(KR)ことで、低速度の自動運転
(KA)を実施するシステムである。自動バレーパーキングシステムを利用するに
は、登録ユーザが目的や目的地に応じて自動バレーパーキングを予約し、自動駐
車リクエストを提出する。その後、コントロールセンターは車両と通信を行い、
安全な無人低速自動運転と駐車を実現することができる。 

https://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha07_hh_000288.html
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2.3.IoT自動運転タクシーサービス 

ビジネス主体： システム開発企業 
具体的事例： Google 系の米 Waymo（ウェイモ）の「ウェイモワン」（Waymo 
One） 
https://waymo.com/waymo-driver/ 
 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 Google 系の米 Waymo（ウェイモ）は自動運転タクシーのサービス「ウェイモ
ワン」（Waymo One）を世界で初めて開始した。自動運転技術を使用すること
で、人手不足課題を解消することができる(VP)。乗客は、スマートフォンの
Waymo One アプリで多数の停車駅や降車地点の指定が可能で(KA)、様々な事
情を対応することができる。自動運転タクシーの車内では、外の様子を車両がど
のようにセンシングしているかが常時モニターに映し出される。

https://waymo.com/waymo-driver/
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2.4.IoT自動運転路線バスサービス 

ビジネス主体： システム開発企業 
具体的事例：  BOLDLY（ボードリー）株式会社 の「Dispacher」システム 
https://www.softbank.jp/drive/service/dispatcher/ 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 「Dispacher」という遠隔監視バス管理システムは、運行、安全、効率的運用
に関する管理の視点から自動運転の走行をサポートすることができる。AI 技術
(KR)により、車内の乗客の行動を可視化することで、移動弱者の転倒を予防し、
サポートを提供する(VP)。遠隔(KA)で車内の状況をリアルタイムに監視し、乗
客とコミュニケーションする。また、「Dispacher」システムを通じて、多数の
車両を同じ遠隔操作で運行することができる(KR)。 
 

https://www.softbank.jp/drive/service/dispatcher/
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2.5.IoT自動運転長距離運送アシスト 

ビジネス主体： 政府 
具体的事例： 経済産業省と国土交通省 
https://www.meti.go.jp/press/2018/01/20190108001/20190108001.html 
 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 経済産業省と国土交通省は、高速道路において後続車無人システムの隊列走
行の実証実験を行っていた。「後続車無人システム」を通じて、一人のドライバ
ーが多数の無人トラックを運転する(KA)。したがって、運転手不足を解消する
ことができる(VP)。物流効率の向上により、省エネルギーに貢献する(VP)。ま
た、通信で(KA)先行トラックの情報を受け、隊列車両の運行車線などの状況を
制御する。 
  

https://www.meti.go.jp/press/2018/01/20190108001/20190108001.html
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2.6.IoT無人配送サービス  

ビジネス主体： テクノロジー企業 
具体的事例： Amazon の「Sount」 
https://www.youtube.com/watch?v=peaKnkNX4vc 
 
お

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 米 Amazon は、箱型自律走行ロボット「Amazon Scout」を使用した配送を開
始した。「Amazon Scout」はセンサーから周囲状況を検知し(KA)、障害物や歩
行者などを避けし配送することができる(KR)。したがって、物流効率の向上や
人手不足の解消を提供することができる(VP)。 
  

https://www.youtube.com/watch?v=peaKnkNX4vc
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4.3. IoT モビリティー保守市場 

4.3.1. IoT 船舶・航空機メンテナンスサービス 

ビジネス主体：製造業 
具体的事例： 三井 E&S マシナリー の「CMAXS」  
https://www.mes.co.jp/machinery/business/engine/e-gicsx.html 
  

  
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
  
 船舶に装備されたセンサデータと気象・海象などの航海データを包含するビッ
グデータを可視化(KR)し、故障予測機能により(KA)、早めに異常診断を行う。
故障の未然防止を提供する(VP)。また、運行データの解析により(KR)、最適な
運行情報を自動的提出することができる(KA)。さらにセンサーから実際状況を
把握することで、メンテナンス時間とコストを削減することができる(VP)。

https://www.mes.co.jp/machinery/business/engine/e-gicsx.html
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4.次生代 IoT工場市場 

4.1.インテリジェント IoTサプライチェーン 

ビジネス主体： メーカー 
具体的事例： 島根富士通 
https://www.fujitsu.com/jp/group/sfj/ 
 

  
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
  
 島根富士通は、ノートパソコンの製造現場の可視化化により、製造工程の効率
化を実現する。作業状況の映像などを画像処理技術(KA)で解析する。不具合な
製品を製造ライン上で識別すれば、これらをリペア工程に送る。リペア工程に送
られた製品の出荷期限を RFID 管理することでサプライチェーンの最適化を実
現する(VP)。 
  
  

https://www.fujitsu.com/jp/group/sfj/
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4.2.インテリジェント IoTエンジニアリングチェーン 

ビジネス主体： 製造業 
具体的事例： GE 社の「デジタルツイン」 
https://www.ge.com/digital/ 
  

  
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
  
 Predix は、製造業の現場に置く機器から取るデータを可視化する IoT プラッ
トフォームである。製品設計、生産ラインの流れ、製品の保管方法や倉庫レイ
アウトなどの変更を検討する場合、Predix を使えば、事前にシミュレーション
を行うことができる。エンジニアリングチェーンの最適化を提供する(VP)。さ
らに、すべての産業用機械をクラウドでつなぎ、ひとつのシステムに統合し、
データの標準化を実現し(KR)、機械の性能を向上する。 
  

https://www.ge.com/digital/
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4.3.IoT人間協調ロボットシステム  

ビジネス主体： メーカー 
具体的事例： 日立の「Lumada」 
https://www.hitachi.co.jp/products/it/lumada/ 
          

  
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
  
 ダイキンと日立製作所は、画像解析技術(KR)を用いた「ろう付け技能訓練支
援システム」を開発した。高度技能者の作業の様子を撮影し、その画像を解析
し、模範的な動作モデルを作成する。このモデルと訓練者の動きを比較するこ
とで、高度な技術を効率的に習得することを可能にする(VP)。 
  

https://www.hitachi.co.jp/products/it/lumada/
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4.4.IoTつながる工場  

ビジネス主体： 製造業 
具体的事例： 三菱電機「e-F@ctory Alliance」 
https://www.mitsubishielectric.co.jp/fa/sols/efactory/alliance/index.html 
  

  
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
  
 三菱電機はスマート工場を実現するためのパートナープログラム「e-F@ctory 
Alliance」を立ち上げ、1000 社のパートナーに導入し、1 万件にシステムを導
入することがある(KA)。「e-F@ctory」は工場の現場情報を IoT で連携させる
システム(KA)で、2003 年から展開し始めた。生産現場の情報を可視化するこ
とで、生産性向上とコスト削減に取り組んできた(VP)。 
  

https://www.mitsubishielectric.co.jp/fa/sols/efactory/alliance/index.html
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5.IoT街づくり市場 

5.1.IoTセーファーシティ 

ビジネス主体： メーカー 
具体的事例： NEC 
https://jpn.nec.com/press/201905/20190508_01.html 
 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
  
 NECは人口 550万人のインドのスートラ市にリアルタイム監視ソリューショ
ンを導入した。NEC は Innovative Telecom & Softwares 社と協力し、AI による
顔認識(KA)で重要なインテリジェンスをもたらすリアルタイムの監視ソリュー
ションを提供した。街中に設置されているカメラに NEC のシステム(KR)を組
み込んで、犯罪行為を自動的識別し、警察官は犯罪行為の兆候を監視できる(VP)。 
 
  

https://jpn.nec.com/press/201905/20190508_01.html


 
 

63 

5.2.インテリジェント IoTエネルギーネットワーク 

ビジネス主体： 政府 
具体的事例： 横浜市スマートシティプロジェクト 
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-
kankyo/ondanka/etc/yscp/yscp01.html 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 横浜スマートシティプロジェクト（YSCP）は、経済産業省の「次世代エネル
ギー・社会システム実証地域」に選定されていた。横浜市は、住宅や商業施設な
ど既存の都市部において、エネルギー需給のバランスを最適化するシステムの
導入を進めてきた(VP)。横浜スマートシティプロジェクトでは、市内の学校に
蓄電池を設置し、電池の電気を東京電力からの遠隔操作で充放電する仮想な発
電所のプロジェクトに取り組んだ。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/ondanka/etc/yscp/yscp01.html
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/ondanka/etc/yscp/yscp01.html
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5.3.インテリジェント IoTゴミ分別収集  

ビジネス主体： 製造業 
具体的事例： Bin-e 社のスマートゴミ箱 
https://www.bine.world/ 
 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 Bin-e 社のスマートゴミ箱にゴミを投入すると、ボックス内に設置された IoT
センサーがゴミを自動的に識別する(KR)。ゴミをプラスチック、紙、ガラス、
金属に自動で分別する(KA)。内部でゴミが圧縮され、それぞれの容器に送られ
る。ゴミがたまることの情報を識別すると、インターネット経由で廃棄物処理の
時期を通知する(KA)。環境負荷が軽減され、廃棄物処理費用が削減され、管理
負担を軽減する(VP)。このシステムにより、廃棄物処理会社は燃料を最大 30％
節約できるほか、廃棄物処理に関わる作業を軽減することができる(VP)。 
 

https://www.bine.world/
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5.4.IoTメンテナンス・レジリエンスサービス  

ビジネス主体： システム開発企業 
具体的事例： 富士通 
https://www.fujitsu.com/jp/group/fnets/solutions/engineering/public-water-
disaster/ 
 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 富士通は自治体の防災活動を支援する総合防災情報システムを開発する。沿
岸部や河川・貯水池の水位や雨量など幅広い観測情報を収集し、目的に応じて
解析・予測する(KR)ことで、的確な災害の早期防止・対策を支援するシステム
である(KA)。このシステムは、計測・監視・制御・ネットワーク技術を統合し、
流域に住む人々の安全・安心を確保するものである(VP)。 
  

https://www.fujitsu.com/jp/group/fnets/solutions/engineering/public-water-disaster/
https://www.fujitsu.com/jp/group/fnets/solutions/engineering/public-water-disaster/
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5.5.IoTスマート交通管理システム  

ビジネス主体： メーカー 
具体的事例： 日立「ART 情報センター」 
https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2017/10/1030b.html 
 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
   
 日立製作所は NEDO（国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機
構）の委託により、次世代都市交通システム「ART 情報センター」を開発した。
この ART 情報センターは警察庁、国土交通省などと連携し(KR)、公共交通の事
業者や利用者に適切な情報を提供することができる(VP)。交通渋滞の緩和(VP)
と交通事故数の削減(VP)を実現することができる。 

https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2017/10/1030b.html
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4.4. IoT 住宅市場 

4.4.1. IoT スマートホーム  

ビジネス主体： 通信企業 
具体的事例： au home サービス 
https://www.au.com/auhome/service/?bid=we-auhome_b-service 
 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
KDDI の「au HOME」サービスはスマホから、住宅に設置する専用デバイス
を制御し(KR)、家電を遠隔操作し、家族の様子を確認することを提供する。専
門スタッフが顧客の宅に設定と取付を行うことで、サポートを提供することが
できる(CR)。  

https://www.au.com/auhome/service/?bid=we-auhome_b-service
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6.2.IoTゼロエネルギー住宅  

ビジネス主体： 政府 
具体的事例： 資源エネルギー庁の ZEH 
https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/general/housi
ng/index03.html 
 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 ZEH はネット・ゼロ・エネルギー・ハウスの特徴を含めている。高効率な設
備システム(KR)や再生可能なエネルギーを住宅に導入することにより、省エネ
ルギーや住宅寿命の延長を実現することができる。 
 

https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/general/housing/index03.html
https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/general/housing/index03.html
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7. IoT家電市場 

7.1.IoT家庭用ロボット 

ビジネス主体：通信企業 
具体的事例： ソフトバンクの「Pepper」 
https://www.softbank.jp/robot/pepper/home/ 
 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
  
 ソフトバンクの Pepper は設備した IoT センサーを通じて、周囲の環境を検
知し、人間の表情や声のイントネーションを解析し、AI 技術でコミュニケーシ
ョンするときの感情を判断することができる。さらに、「Pepper」はすべての
コミュニケーションを蓄積し、ユーザーの趣味・嗜好を解析し、AI 学習機能に
よって会話のテーマを深掘りし、関係性を構築していく。 
 
 
  

https://www.softbank.jp/robot/pepper/home/
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7.2.IoT家事アシスト家電・ロボット 

ビジネス主体： 製造業 
具体的事例：iRobot 社 
https://www.irobot-jp.com/roomba/ 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
   
 iRobot 社の家庭用掃除機ロボット「Roomba」はスマートスピーカーに対応し
ているので、Google アシスタントや Amazon Alexa を使用し、話しかけるだけ
で掃除を実現することができる。AI 技術(KA)によって部屋の環境を学習・記憶
し、ライフスタイルに合わせた最適な掃除方案(KR)で掃除することができる。
家事負担の低減を提供する(VP)。 
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7.3.IoTヘルスケア家電 

ビジネス主体： システム開発企業 製造業 
具体的事例： タニタ社の「からだカルテ」  
https://www.karadakarute.jp/s/ 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 

タニタは健康に関連するデータを可視化するサービス「からだカルテ」を
提供している。「からだカルテ」はアプリケーション(KA)を用いて、運動デー
タ、身体のデータや食事記録などの複数のデータを可視化する。 自分の健康
維持を長期的に支援することができる(VP)。さらに、運動データに応じてポイ
ントを獲得することで、ユーザーの感情を満足することができる(VP)。 

 
  

https://www.karadakarute.jp/s/
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8. IoT医療市場 

8-1 インテリジェント IoTゲノム治療（予想） 

ビジネス主体： システム開発企業 
具体的事例：富士通株式会社 
https://blog.global.fujitsu.com/jp/2020-01-23/01/ 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 富士通の AI 技術により、ゲノムに関連する論文から重要な結論を抽出するこ
とで、論文全体を読み解く負担を軽減する。これにより、ゲノムに対する検討作
業を半分以下に短縮できることが確認された。がんゲノム医療の効率化がが主
な提供価値（VP）であった。 
  

https://blog.global.fujitsu.com/jp/2020-01-23/01/
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8.2.インテリジェント IoT健康管理アシストサービス 

ビジネス主体：スポーツ用品を製造販売する小売業界（専門店）～バーティカル
市場においての伝統企業 
具体的事例：Nike のランニング管理アプリ「Nike Run Club」 
https://www.nike.com/jp/nrc-app 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 スマトフォン・ウェアラブルデバイスには、センサーとデバイスが内蔵され、
ネットワークから集められた情報や GPS により取得されたデータ（運動する時
の速度、位置、身体状態など）がクラウドにより、アプリ側に送信される。 
 アプリ側システムでは、スマトフォン・ウェアラブルデバイスから送信された
データを蓄積し、分析し、健康管理に関心があるユーザ[CS]に提供される。スタ
ート時は運動の記録をデータ化による健康管理の効率化が主な提供価値（VP）
であったが、その後、専門家のアドバイスなどの提供価値も追加された。また、
ユーザは目標の設定を通じて、達成感を得る。 
 Nike はスポーツ用品の専門店であるので、運動に関するノウハウなどの知識
の蓄積を主要リソース[KR]として持っていたが、インテリジェント IoT 健康管
理アシストアプリの開発にあたり、データ取得・分析技術を外部から取り込む必
要があった。この場合に、他社が主要パートナー[KP]となる。 

https://www.nike.com/jp/nrc-app
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8.3.インテリジェント IoT姿勢矯正 

ビジネス主体：ウェアラブルデバイス企業～スタートアップ企業 
具体的事例：Upright Technologies 会社のウェアラブルデバイス 
https://www.uprightpose.com/ 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 身体に貼り付ける無線機能付きの姿勢監視デバイスから、姿勢データをリア
ルタイムにスマートフォンのアプリケーションに送る。アプリは、傾きセンサー
のデータから姿勢を判断し、正しい姿勢との差を示し、デバイスの振動による正
しい姿勢を提示する[VP]。その後、健康維持と腰痛予防などの提供価値も追加
された。また、ユーザは目標の設定を通じて、達成感を得る。 
 Upright Technologies 会社は、姿勢矯正アドバイスをする医者と連携するか
ら、姿勢に関するノウハウなどの知識の蓄積を主要リソース[KR]として持って
いたが、インテリジェント IoT 姿勢矯正デバイスの開発にあたり、データ取
得・管理・分析技術を外部から取り込む必要があった。この場合に、他社が主
要パートナー[KP]となる。 

https://www.uprightpose.com/
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9. IoT健康市場 

9.1.IoTスマート車いす 

ビジネス主体：パーソナルモビリティ企業～スタートアップ企業 
具体的事例：WHILL 社の WHILL Model C2～プラットフォーム製品 
https://whill.inc/jp/ 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 電動車いすには、センサーとデバイスが搭載され、集められた周囲の状況が通
信システムにより、リアルタイムにプラットフォーム側に送信される。プラット
フォーム側では、電動車いすから送信されたデータを分析する。自動で周囲環境
を確認し、安全に目的地まで移動できる。それで、快適な移動の提供価値[VP]
を提供する。また、GPS により得た位置情報により遠隔管理と、自動運転シス
テム[KR]により自動返却などの提供価値も追加された。 
 WHILL 社は、自動運転システムを主要リソース[KR]として持っていたが、プ
ラットフォームを開発し、セット製品として保険サービスを外部から取り込む

https://whill.inc/jp/
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必要があった。この場合に、他社が主要パートナー[KP]となる。 
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9.2.IoTスマート補聴器 

ビジネス主体：医療機器の製造業界（補聴器産業）～バーティカル市場において
の伝統企業 
具体的事例：GN ヒアリングジャパン社の「ReSound LiNX Quattro」 
https://www.resound.com/ja-jp/why-resound/about 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 

IoT スマート補聴器は、センサーとデバイスが搭載され、スマートフォンと通
信でつながる。店舗で販売時の初期調整の後は、利用者は自分でスマートフォン
から音質調整を行う[VP]。また、クラウドを通じて、遠隔地からサポートを受
け、遠隔制御などの提供価値も追加された。 

GN ヒアリングジャパン社は、補聴器のノウハウを主要リソース[KR]として
持っていたが、ソフトウェアの開発にあたり、遠隔制御技術と専用アプリにより
調整を外部から取り込む必要があった。この場合に、他社が主要パートナー[KP]
となる。 
  

https://www.resound.com/ja-jp/why-resound/about
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9.3.IoTスマートヘルスグラス 

ビジネス主体：メガネ製造販売の小売業（専門店）～バーティカル市場において
の伝統企業 
具体的事例：ジンズの「JINS MEME」  
https://jins-meme.com/ja/ 

 
 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 「JINS MEME」は眼鏡のフレーム内に眼電位、加速度センサーなどのセンサ
ーを搭載し、瞬きや目の動き、姿勢情報を取得できる。「JINS MEME」は取得
したセンサーデータをアプリで解析することで、顧客に集中度の可視化という
提供価値[VP]を提供する。また、法人利用の場合には、業務中の集中度や疲労
度を計測し、多数の社員の状態を比較するから、業務効率が向上するオフィスの
条件を見出すことの提供価値も追加された。 
 ジンズは IoT スマートヘルスグラスのデバイスを主要リソース[KR]として持
っていたが、データの可視化にあたり、アプリの開発やクラウドの構築を外部か
ら取り込む必要があった。この場合に、他社が主要パートナー[KP]となる。 
 

https://jins-meme.com/ja/
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9.4.インテリジェント IoT健康経営システム 

ビジネス主体： システム開発企業 
具体的事例：東京システムハウス株式会社の「AI/IoT あいさつトレーナー」 
https://www.tsh-world.co.jp/news/release/post-1661/ 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 「AI/IoT あいさつトレーナー」のサービスは、顔・声認識を基に、挨拶を点
数化するシステムである。ユーザはロボットやタブレット端末に挨拶をし、その
笑顔と音声を測定する。測定値はクラウドに蓄積され、アプリケーションで解析
する。アドバイスと測定結果はユーザに提示し、改善を促す。また過去の測定結
果を分析することでメンタルヘルス変調者を検知すれば、担当者に通知するこ
とが可能である。ゆえに、社員の健康維持や向上[VP]という提供価値を提供で
きる。 
 東京システムハウス株式会社は、システムとデバイスの開発力を主要リソー
ス[KR]として持っていたが、健康に関するアドバイスを外部から取り込む必要
があった。また、企業の実情に合わせ管理システムとの連携も必要があった。こ
の場合に、他社が主要パートナー[KP]となる。 

https://www.tsh-world.co.jp/news/release/post-1661/
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9.5.インテリジェント IoT生命保険 

ビジネス主体： 生命保険会社～バーティカル市場においての伝統企業 
具体的事例：住友生命保険の「Vitality」 
https://vitality.sumitomolife.co.jp/ 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
  
 「Vitality」は保険契約者のウェアラブルデバイスを通じて、身体の健康デー
タを取得する。保険契約者にデータの可視化する結果を提供し、健康活動により
ポイントをあげる。ポイントにより、契約者は生命保険料を下げる[VP]。 
 「Vitality」はデータベースや医療機関との連携[KR]を通じて、保険契約者に
健康アドバイスを提供する。また、データの取得・示すために、ウェアラブルデ
バイスの開発とアプリの開発を外部から取り込む必要があった。この場合に、他
社が主要パートナー[KP]となる。 
  

https://vitality.sumitomolife.co.jp/
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10. IoT病院市場 

10.1.インテリジェント IoT病院・治療室（予想） 

ビジネス主体：病院  
具体的事例：名古屋大学病院 https://medit.tech/nagoya-hospital-will-start-a-
demonstration-experiment-utilizing-iot-and-lpwa/ 

 
 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 名古屋大学病院の「スマートホスピタル構想」システムは、医療スタッフや
患者の情報をリアルタイムに可視化することのシステムである。医療スタッフ
や患者がデバイスを身につけている。そのデバイスを通じて、遠隔(KR)から患
者の状況を監視する。したがって、患者の待ち時間を短縮し、医療事務を効率
化することのが実現する(VP)。また、患者の身体状態の変化をいち早く察知
し、近くの医療スタッフに連絡し、緊急処置を行うことができる。 
 
  

https://medit.tech/nagoya-hospital-will-start-a-demonstration-experiment-utilizing-iot-and-lpwa/
https://medit.tech/nagoya-hospital-will-start-a-demonstration-experiment-utilizing-iot-and-lpwa/
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10.2.インテリジェント IoT遠隔医療・遠隔手術 

ビジネス主体： システム開発企業 
具体的事例：オプティムの在宅医療支援サービス「Smart Home Medical 
Care」 
https://www.optim.co.jp/medical/shmc/ 

 
 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 オプタムの「スマート在宅医療サービス」は、テレビやタブレットを用い
て、医師と患者の間でビデオ通話(KA)ができる在宅療養支援サービスである。
医療機器から取得する患者のデータを共有し、自宅にいながら医師の診察を受
けることができる。したがって、遠隔治療によって、高度治療に対する医療格
差を解消することができる(VP)。 
  

https://www.optim.co.jp/medical/shmc/
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11. IoT介護市場 

11.1.IoT介護見守りサービス 

ビジネス主体：製造業界（医療機器）  
具体的事例：ノーリツプレシジョン株式会社の「ネオスケア」(Neos+Care) 
https://neoscare.noritsu-precision.com/ 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 「ネオスケア」は介護施設に設置されるロボット介護機器を通じて、距離セン
サーと画像処理により、利用者の危険動作を正確に見つけ、介護者のスマトフォ
ンのアプリケーションに通知される。介護者はアプリケーション側で画像を確
認し、状況を把握できることで、事故防止という価値を提供する[VP]。また、
利用者の状態を遠隔で把握できるため、介護現場の人手不足を解消することが
できる[VP]。 
 「ネオスケア」は画像処理を主要リソース[KR]として持っていたが、リアル
タイムな送信と自宅介護のセキュリティ問題にあたり、通信機能とセキュリテ
ィーサービスを外部から取り込む必要があった。この場合に、他社が主要パート
ナー[KP]となる。 
 

https://neoscare.noritsu-precision.com/
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11.2.IoT介護ロボット/パワーアシストスーツ 

ビジネス主体：製造業界（医療機器） 
具体的事例：cyberdyne 株式会社の装着型サイボーグ「HAL 腰タイプ介護・自律
支援用」 
https://store.cyberdyne.jp/user_data/cmlp 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 CYBERDYNE 社、介護・自律を支援するために、装着型サイボーグ「HAL 腰
タイプ介護・自律支援用」を開発した。「HAL 腰タイプ介護・自律支援用」に
付けるセンサーからユーザの生体電位信号を可視化する(KR)。その解析したデ
ータを用いて、ユーザーの意志通りの動作の実現を支援することができる。被介
護者の自立を支援できる(VP)。また、介護者の身体負担の軽減をサポートする。 
   

https://store.cyberdyne.jp/user_data/cmlp
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12. IoTロジスティクス 

12.1.インテリジェント IoT需要予測サービス 

ビジネス主体：システム開発企業 
具体的事例：日立製作所 
https://www.hitachi.co.jp/products/it/bigdata/service/demand-
forcast/index.html 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 日立製作所の IoT 需要予測サービスは顧客のニーズに応じて、予測モデルの
構築、予測値の計算、効果検証を対応する。これは AI 技術(KA)によって、気
温などの外部要因の影響度を可視化し、複数の予測モデルを統合し、最適な発
注提案を提供する(KA)。したがって、在庫の最適化やコストの削減を実現する
ことができる(VP)。 
 
 
 
 

https://www.hitachi.co.jp/products/it/bigdata/service/demand-forcast/index.html
https://www.hitachi.co.jp/products/it/bigdata/service/demand-forcast/index.html
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12.2.インテリジェント IoT物流ネットワーク最適化サービス 

ビジネス主体：システム開発企業 
具体的事例：NEC  
https://jpn.nec.com/logistics/concept/index.html 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
  「Cyber Logistics Network」はロ ジ ス ティ ク ス業界 のクラウド型 のプ
ラットフォームである。IoT センサーを活用し、製品の運送、在庫状態を可視化
する。AI 技術(KP)を活用し、最適な計画を提案する(KA)。ネットワークと連携
し、プラットフォームを構築できる。さらに、最適な計画があるため、運送のコ
ストを削減し、時間を短縮する(VP)。運送効率を向上することで、運送におけ
る二酸化炭素の排出を削減し、環境に寄与することができる。 
  

https://jpn.nec.com/logistics/concept/index.html
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12.3.IoTスマート倉庫 

ビジネス主体：システム開発企業 
具体的事例：Jakob Hatteland Computer 社の「AutoStore」システム 
https://www.okamura.co.jp/solutions/factory/logistics/autostore/ 
 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 Jakob Hatteland Computer 社の「AutoStore」はロボットストレージシステム
である。ロボットは目的へ部品を搬送することができる(KR)。倉庫の要件に応
じ、最適な作業を支援するシステムを構築する(KR)。それにより、作業者の効
率を向上できる。倉庫管理の省力化、省人化を実現することができる(VP)。 
 
  

https://www.okamura.co.jp/solutions/factory/logistics/autostore/
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12.4.インテリジェント IoTカーゴコンテナ配置 

ビジネス主体：システム開発企業 
具体的事例：IBM のロードコントロールシステム 
https://www.excite.co.jp/news/article/Economic_ent_k111020_069_3/ 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
  
 全日本空輸は航空機の安全かつ効率的な運航を支援するロードコントロール
システムを導入した。ロードコントロールシステムは、ＩＢＭが開発したソフト
ウエアを活用し(KA)、航空機の搭載物の割り当て方法を自動的予測することで、
最適なロードコントロールをサポートすることができる(VP)。 
 
 
 
 
  

https://www.excite.co.jp/news/article/Economic_ent_k111020_069_3/
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13.IoTマーケティング 

13.1.IoT無人販売店舗 

ビジネス主体：コンビニエンスストア 
具体的事例：Amazom の「Amazon Go」 
https://www.businessinsider.jp/post-162108 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 Amazon のアマゾン GO という無人店舗において、多数のセンサーを設置し
ている。これらのセンサーを通じて(KA)、顧客の行動を監視し、画像認識で解
析する。また。QR コードを用いて、決済を行うことができる。無人化により、
コストを削減できる(VP)。また、顧客の購買行動データを提供し、商品売上の
向上にサポートすることができる(VP)。 
 
 
 
  

https://www.businessinsider.jp/post-162108
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13.2.IoT店舗接客ロボット 

ビジネス主体：通信企業 
具体的事例：ソフトバンクの Pepper 
https://sekkyaku-guide.com/series/ 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 Pepper は顔認識により、多言語で接客することができる。Pepper の中に装備
られたセンサーを通じて、顧客の情報を AI 技術で解析する。顧客とコミュニケ
ーションすることができる。Pepper というロボットの活用により、省力化を提
供する(VP)。また、AI 技術を用いて、顧客の潜在的ニーズを見つけることで、
よいレベルの接客サービスを提供する。 
 
  

https://sekkyaku-guide.com/series/
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13.3.インテリジェント IoT購買行動解析 

ビジネス主体：システム開発企業 
具体的事例：NEC の「人物行動分析サービス」 
https://jpn.nec.com/press/201703/20170301_01.html 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 NEC の「人物行動分析サービス」は、店舗内に設置するカメラから顧客の個
人情報を収集する。画像解析技術[KR]の活用により、収集する情報を可視化す
る。可視化するデータを用いて、マーケティング戦略を自動的提案することがで
きる。これにより、店舗の最適化の実現を目指している。 
  

https://jpn.nec.com/press/201703/20170301_01.html
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13.4.IoTレコメンデーションサイネージ 

ビジネス主体：システム開発企業 
具体的事例：日立製作所の「MediaSpace」 
https://www.hke.jp/products/MediaSpace/ 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 日立製作所では、防犯カメラや周辺に設置したセンサー機器、SNS の投稿情報
など主要なリソースを装備する[KR]。また、AI 技術[KR]により、取得した情報
をリアルタイムに通信し、解析を行う[KA]。それで、顧客の情報や外部状態に
よって最適な広告をデジタルサイネージに表示することの提供価値を提供でき
る。

https://www.hke.jp/products/MediaSpace/
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中国企業の事例 

1.IoTコネクテッドカー市場 

1.10.IoTシェアバイク 

ビジネス主体：IT 企業  
具体的事例：HuaWei https://www.huawei.com/cn/news/2017/7/huawei-
chinatelecom-ofo-nb-iot 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 シェアバイクに NB-IoT チップセットを内蔵したスマートロックを搭載する
ことで、コストを減少する。NB-IoT は長期間に使用し通信できる。NB-IoT ス
マートロックは、2G ロックと比較して、チェックアウトの遅延が 25 秒以上か
ら 5 秒以下へと大幅に短縮され、ユーザーの利便性を改善する。 
 また、キーパートナーとしてチャイナ・テレコムとの連携のが必要である。チ
ャイナ・テレコムは NB-IoT のネットワークを構築する。 
   

https://www.huawei.com/cn/news/2017/7/huawei-chinatelecom-ofo-nb-iot
https://www.huawei.com/cn/news/2017/7/huawei-chinatelecom-ofo-nb-iot
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4.次生代 IoT工場市場 

4.5.mixlinker会社(智慧物联)のMixIoTシステム 

ビジネス主体：スタートアップ企業  
http://www.mixlinker.com/product/22.html 

 
 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 MixIoT システムは工業業界の android として開発られる。それで、全ての工
業業界、製造業界に導入できる。１週間ぐらいに導入できる。導入時間が少ない。
また、MixIoT システムはオープンシステムなので、システムを二回目開発でき
る。操作の自由度が高いという提供価値を提供できる。 
 IoT センサーによる工場内の主要機器のデータをリアルタイムに監視・収集す
る。機器データのリアルタイムな収集・マッピング・蓄積・分析を完了し、生産
システムの全体の状況を把握できる。 
 工場情報システムのデータを統合し、MixIOT インターフェースをオープン
にし、顧客の CRM/ERP/MES などのシステムとシームレスにドッキングする

http://www.mixlinker.com/product/22.html
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ことで、全体的な業務効率の向上と事業運営コストの削減を実現する。
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5.IoT街づくり市場 

5.6.IoTスマートパーキングサービス 

ビジネス主体：システム開発企業 
具体的事例：HIKVISION 社(海康威视) 
https://www.hikvision.com/cn/solutions/ParkingOperation/cityParkingOperati
onManagement/ 

  
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 駐車場に車を感知する IoT センサーや監視カメラを設置している。IoT セン
サーによって、駐車場の駐車状況を識別することができる。顧客は遠隔で駐車場
の駐車状況を確認できる。駐車スベースの利用率を高める。 
 
  

https://www.hikvision.com/cn/solutions/ParkingOperation/cityParkingOperationManagement/
https://www.hikvision.com/cn/solutions/ParkingOperation/cityParkingOperationManagement/
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5.7.スマート街路灯 

ビジネス主体：システム開発企業  
具体的事例：TeIChina 社(泰华智慧) 
https://www.telchina.com.cn/zhihuizhaoming.html 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 「スマート街路灯」は、照明の LED 化とネットワーク化による一元管理で、
膨大な数の街路灯の維持管理を効率化する。また、環境モニタリング、ビデオ監
視、情報発信、スマート充電など、さまざまなインテリジェントアプリケーショ
ンを実現し、スマートシティにビッグデータを提供する。また、天気情報によっ
て、使用する街路灯の数を変えて、エネルギーの省力化を提供する。防犯カメラ
と警察を呼ぶボタンによって、暮らしの安心安全を守る。 
   

https://www.telchina.com.cn/zhihuizhaoming.html
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5.8.スマート信号機 

ビジネス主体：IT 企業  
具体的事例：HuaWei 
https://www.huaweicloud.com/cloudplus/fourthphase/detail_05.html 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 

 AI 技術(KR)によって、信号を自動的切り替えし、交通渋滞を緩和する(VP)。
緊急状況の場合に、混雑する通勤道路で他の車両の運転状況を影響しなく、救急
車（警察の車など）に最も空いた経路を提供する(VP)。  

https://www.huaweicloud.com/cloudplus/fourthphase/detail_05.html
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5.9.IoTガス 

ビジネス主体：IT 企業  
具体的事例：GoldCard 社(金卡) 
http://www.jinka.cn/Product/show/id/107.html 

 
 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 遠隔自動検針により日次単位でガスの検針データの取得が可能になる。エン
ドユーザのアプリケーションにガス使用量の見える化を提供する。それで、業務
効率が向上し、コストを削減できる。また、AI 技術によって、エンドユーザの
ガス利用状況を分析する。それで、エンドユーザに向けて、パーソナルアシスト
を提供するかもしれない。 
 
  

http://www.jinka.cn/Product/show/id/107.html
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5.10.IoTスマート防災サービス 

ビジネス主体：スタートアップ企業  
具体的事例：DaHua 
https://www.dahuatech.com/cases/info/460.html 
 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 インテリジェント消防は、赤外線センシングと IoT 技術を使用し、消防設備
の状態をリアルタイムに記録することができる。より良い消防設備の整合性を
保護し、正確な機器情報を提供することができる。ビデオ監視システム、IoT セ
ンサーなどのデータを通じて、火災状況を可視化する。可視化されたデータを用
いて、現場の効率を高めることが実現する。  

https://www.dahuatech.com/cases/info/460.html
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6.IoT住宅市場 

6.3.XiaoMi社の IoTスマートホーム 

ビジネス主体：スタートアップ企業 
具体的事例： 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
  
 Xiaomi のプラットフォームは AI スピーカー「小爱同学」を中心に全てのデ

バイスを繋がる。IoT プラットフォームの能力を開放し、小米はスマートモジ
ュール、SDK / API、小米 IoT 標準プロトコル、標準化されたハードウェアテス
トと認証などのサービスを提供する。他社のデバイスは、AI スピーカ、Mijia 
APP、WeChat アプレット、および SDK などの様々な方法でコントロルするこ
とができる。また、小米は優れた製品がある会社に補助金を提供し、スタートア
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ップ支援プログラムを設立した[KA]。
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6.4.Terminus会社の IoTビル 

ビジネス主体：スタートアップ企業 
具体的事例：http://tslsmart.com/ 

 
 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
Terminus が開発した「ABAS BI 」は建築内の電力、排水、ガス、駐車場などあ
らゆるシステムを 1 つのインターフェイスに接続できる建築管理プラットフォ
ームである。また、集中管理により、管理コストとエネルギーの削減、利便性の
上昇やデータ分析による最適化など様々な目的が達成できる。
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12.IoTロジスティクス 

12.5.IoT物流プラットフォーム 

12.5.1 

ビジネス主体：物流企業と EC 企業 
具体的事例：京東物流 
https://smart.jdl.cn/ljgh.html 
 

 
 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 京東物流は、自社の長年で蓄積できた物流ノウハウをもとに、AI、IoT、ロボ
ットなど技術を活用する。サプライチェーンのデータ収集と表示、最適な方案を
顧客に提供する。倉庫管理から物流運送までのサプライチェーン全体の可視化、
制御、最適化を実現する。 
 
  

https://smart.jdl.cn/ljgh.html
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12.5.2 

ビジネス主体：インターネットテクノロジー会社 
具体的事例：菜鳥網絡  
https://www.cainiao.com/ 

 
 
本ビジネスモデルのポイントの説明：  
 
 菜鳥は、タオバオや TMall などアリババの EC プラットフォームと連携し、
物流・配達業者に最適なサプライチェーンを提供する。このシステムは、荷物の
物流・配送状況をオンライン化し、配送員の作業を最適化することで、物流コス
トの削減と配送の効率化を実現する。
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13.IoTマーケティング 

13.5.IoT無人小売店舗 

ビジネス主体：スタートアップ企業 
具体的事例：美団の「MAI Shop」 
https://forbesjapan.com/articles/detail/37852 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 中国のフードデリバリー美団点評が、無人小売店「MAI Shop」を開設した。
AI 技術やロボットによる店舗との連携で効率的な管理を実現する。 
 注文した後に、MAI ショップのシステムが、商品の自動ピックアップ、無人
搬送車による配送という一連の流れで、注文のオペレーションを完了する。 ユ
ーザーは、無人搬送車が対応ステーションに到着することを待って、スマートフ
ォンで受信した認証コードを入力するだけで、注文商品を引き取ることができ
る。 

https://forbesjapan.com/articles/detail/37852


 
 

113 

14.IoT農林水業 

14.1.インテリジェント IoT温室 

ビジネス主体：スタートアップ企業 
具体的事例：NB Innovations(农博创新科技有限公司)の温室管理システム 
https://www.nongbotech.cn/page/solve/detail.html 

 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 NB Innovations 社は、農産物の特性に合う害虫・病気モデルを設計する[KR]。
センサーやデバイスから環境データを収集し、分析する。アプリケーション側へ
無線で通信する。もし、異常データを検測すれば、リアルタイムに職員に通知す

https://www.nongbotech.cn/page/solve/detail.html
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る。同時に、温室内のデバイスの自動作業による温度・湿度を自動的調節する
[KA]。それで、農産物の病気を防止できて、農産物の品質を高める[VP]。また、
AI 技術を利用してデータを分析できる[KP]。 
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14.2.IoTスマート灌漑システム 

ビジネス主体：スタートアップ企業 
具体的事例：KEBAI Sciences(科百科技）  
http://www.kebaiiot.com/web/article/detail/751  
https://36kr.jp/20424/ 
 

 
 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 センサーから農産物の生産環境を分析し、栽培方法を提案する(KR)。また、
灌漑制御デバイス(KR)は、気温、水分などのデータによって、灌漑の数値を変
えている。最適に農産物を灌漑している(VP)。 
  

http://www.kebaiiot.com/web/article/detail/751
https://36kr.jp/20424/
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14.3.インテリジェント IoT食品トレーサビリティサービス 

ビジネス主体：スタートアップ企業 
具体的事例：TPYN (托普云农)http://www.tpwlw.com/project/40.html 

 
 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 まず、生産業界[CS]は、栽培から運送までの各ステップの農産物に関する情
報データをシステムに入力する。そして、データを QR コードに変換する。最後
に、消費者はアプリケーションで QR コードを通じて、食品に関する情報を全
て了解できる。 
 その中に、クラウドプラットフォームに大量データを保存・管理するのが必要
である[KR]。 

http://www.tpwlw.com/project/40.html
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14.4.スマート水産業 

ビジネス主体：スタートアップ企業 
具体的事例：精讯畅通电子科技有限公司   
http://www.jxiotcity.com/img/img43.html 
 

 
 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 センサーやデバイスからデータを収集し、分析する。アプリケーション側へ無
線で通信する。もし、異常データを検測すれば、リアルタイムに職員に通知する。
同時に、養殖場内のデバイスの自動作業による温度・水質を自動的調節する[KA]。
それで、水産物の病気を防止できて、水産物の品質を高める[VP]。また、AI 技
術を利用してデータを分析できる[KP]。

http://www.jxiotcity.com/img/img43.html
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14.5.スマート畜産業 

ビジネス主体：スタートアップ企業 
具体的事例：Easylinkin 会社(慧联无线)  
https://www.easylinkin.com/IotSolution/Agriculture/info.aspx?itemid=166 
 

 
 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 畜舎に温度・湿度センサーやカメラを設置する。管理者はアプリケーションで
いつでもどこでもインターネットを介して把握できる。生育環境の可視化を提
供する[VP]。GPS、RFID による家畜の位置情報を確認できる。それで、盗難防
止という提供価値を提供できる。体温センサーなどのセンサーによる、家畜の健
康分析を提供する。また、血縁トレーサビリティシステムを通じて、畜の血縁関
係を確認できる[KR]、それで、家畜の品質を高める[VP]。 

https://www.easylinkin.com/IotSolution/Agriculture/info.aspx?itemid=166
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14.6.IoTスマートコールドチェーン物流 

ビジネス主体：スタートアップ企業 
具体的事例：Easylinkin 会社(慧联无线)  
https://www.easylinkin.com/IotSolution/Agriculture/info.aspx?itemid=176 
 

 
 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 
 コールドチェーン物流管理システムは、センサーを利用して、車両の位置、速
度、温度などの情報をリアルタイムに監視し、運輸プロセス管理の透明性を実現
し、効率の向上、生鮮食品ロスの削減、管理レベルの向上を実現する。また、運
輸する時に、異常状況を発生すれば、管理者にアラームする。

https://www.easylinkin.com/IotSolution/Agriculture/info.aspx?itemid=176
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4.4.2. IoTインテリジェント水質管理サービス 

ビジネス主体：スタートアップ企業 
具体的事例：Easylinkin 会社(慧联无线) 
https://www.easylinkin.com/SmartWaterUtilities/info.aspx?itemid=179 
 

 
 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
  
 インテリジェントな水質監視・管理システムは、水質測定データに基づいて、
水質監視システムのプラットフォームを確立する。河川の水質状況をリアルタ
イム監視、オンラインデータ表示、自動警告、汚染のトレーサビリティ、情報の
分析を行う。それで、管理効率を高めて、水質汚染を防止できる。

https://www.easylinkin.com/SmartWaterUtilities/info.aspx?itemid=179
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4.5. IoTプラットフォーム 

ビジネス主体：プラットフォーム開発企業 
具体的事例：cserver 社  
http://www.cserver.com.cn/ 

 
 
本ビジネスモデルのポイントの説明： 
 CServer IOT は、CServer PaaS プラットフォームをベースにしたオープンな
クラウドベースのインテリジェント IoT プラットフォームで、産業分野の様々
な業界のデバイスがネットワークに素早くアクセスし、デバイスのネットワー
ク化とインテリジェント化を実現することに特化している。このプラットフォ
ームでは、設定ツール、データ解析ツール、開発インターフェースが提供されて
おり、ユーザーの個別ニーズを満たすことができる。また、クラウドデータスト
レージ、データ解析、インテリジェントサービスプラットフォームにドッキング
し、機器管理、機器のトラッキング、故障予測、エネルギー管理、インテリジェ
ント変換、サードパーティシステムの統合などの革新的なビジネスを提供し、組
み込み型の共通機能に加えて、二次的な個別開発をサポートする。 
 

http://www.cserver.com.cn/
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